
的
と
し
て
い
る
が
、
実
は
、
無
機
化
学
が
も
つ
奇
妙
な
魅
力
が
、

彼
ら
の
知
的
好
奇
心
を
そ
そ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
勤
王
の
志
長
三

州
を
か
く
ま
っ
た
竹
香
の
場
合
は
、
密
か
に
後
日
に
期
す
る
も
の

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
事
件
は
、
幕
末
と
い
う
時
流
に
乗
じ
て
起
こ
っ
た
も
の
で

あ
る
。
目
新
し
き
も
の
と
権
威
に
弱
き
こ
と
は
今
も
昔
も
変
わ
り

な
い
。

註　
P
h
o
s
p
h
o
r
（
独
）
は
燐
の
総
称
で
あ
る
。
暗
所
で
燐
光
を
発
す

る
も
の
は
黄
燐
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
猛
毒
で
あ
る
う
え
に
摂
氏
六

〇
度
で
激
し
く
燃
焼
す
る
。
摺
付
木
（
黄
燐
マ
ッ
チ
）
と
し
て
利

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
水
に
溶
け
に
く
い
の
で
、
温
泉
で
洗

っ
て
落
と
す
事
が
で
き
た
か
疑
問
で
あ
る
。

　
硝
子
精
は
、
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
の
鉱
物
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
酸

化
性
が
つ
よ
く
黒
色
火
薬
に
用
い
ら
れ
る
。
ド
ン
ト
ル
と
は
火
薬

の
語
呂
合
わ
せ
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
緑
曇
精
は
硫
酸
鉄
で
、
媒

染
剤
・
還
元
剤
・
防
腐
剤
・
顔
料
と
し
て
用
い
る
。

「
流
人
と
非
人
」
森
永
種
雄
　
長
崎
奉
行
の
記
録
　
　
岩
波
新
書

「
乍
恐
以
書
付
奉
中
上
口
上
覚
」
　
　
　
　
　
甲
斐
龍
二
氏
所
蔵

「
諸
用
留
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
龍
二
氏
所
蔵

竃
門
又
太
郎
貞
継
道
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
屋
　
公
　
照
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

　
亀
川
の
後
背
地
に
あ
た
る
羽
室
台
地
に
、
別
府
市
で
は
珍
し
い
　
一

御
霊
社
が
あ
る
。
こ
の
台
地
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
に
か
け

て
、
こ
の
地
を
支
配
し
た
竃
門
荘
地
頭
職
竃
門
氏
の
館
が
あ
り
、

同
氏
一
統
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
御
霊
社
は
、
享
保
年
間
に
蛙
の
害
を
封
じ
る
た
め
、
近
村

の
農
民
が
、
鎮
西
八
郎
為
朝
の
霊
を
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

実
は
、
悲
運
な
最
後
を
と
げ
た
と
さ
れ
る
竃
門
氏
の
怨
霊
を
鎮
め

る
た
め
、
竃
門
氏
の
墓
地
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
羽
室
御
霊
社
の
裏
手
に
あ
る
古
塔
群
は
、
県
の
文
化
財
に
指
定



さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
五
輪
塔
群
は
、
か
つ
て
、
鎮
西
八
郎
為

朝
十
二
妃
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
様
式
を

引
く
逸
品
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
「
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
沙

弥
　
道
善
　
農
奴
」
の
墓
碑
銘
が
か
す
か
に
読
め
る
巨
大
な
五
輪

塔
は
、
実
に
堂
々
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
塔
は
、
聖
武
天
皇
に

よ
り
弥
勒
寺
に
寄
進
さ
れ
た
「
墾
田
百
町
」
が
も
と
に
な
っ
て
成

立
し
た
竃
門
荘
を
支
配
し
た
竃
門
氏
の
強
大
な
権
力
を
し
め
す
も

の
で
あ
る
。

　
竃
門
氏
の
名
が
初
め
て
文
献
に
顕
れ
る
の
は
、
弘
安
八
年
（
一

二
八
五
）
の
「
豊
後
國
図
田
帳
」
で
あ
る
。
図
田
帳
と
は
、
鎌
倉

幕
府
の
命
で
、
一
顧
ご
と
に
国
内
の
田
地
面
積
、
領
家
・
地
頭
の

姓
名
を
記
録
し
た
土
地
台
帳
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
太
田

文
」
或
い
は
「
惣
田
数
帳
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
図
田
帳
に
は
多
く
の
写
本
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
に
違

い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
代
表
的
な
写
本
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
地

頭
職
竃
門
貞
継
の
項
を
示
す
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

豊
後
国
大
田
文
案
（
平
林
本
）

　
竃
門
庄
ハ
拾
町
　
同
弥
六
勒
寺
領

　
地
頭

本
庄
　
五
十
三
町
　
御
家
人
　
竃
門
又
太
郎
貞
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
名
　
道
善

豊
後
国
図
田
帳
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

　
竃
門
荘
八
拾
丁
　
宇
佐
弥
勒
寺
領

　
本
荘
五
十
三
丁
　
地
頭
職
　
竃
門
次
郎
貞
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
名
　
道
喜

豊
後
国
図
田
帳
考
証
（
県
立
図
書
館
蔵
）

本
荘
五
十
三
町
　
地
頭
職
　
（
平
林
此
三
宇
御
家
人
と
有
）

　
　
　
　
竃
門
次
郎
貞
継
　
　
　
　
　
　
　
法
名
　
道
喜

　
右
の
よ
う
に
、
同
一
人
物
で
あ
る
貞
継
に
つ
い
て
「
又
太
郎
貞

継
」
　
「
次
郎
貞
継
」
、
法
名
で
「
道
善
」
　
「
道
喜
」
の
違
い
が
あ

る
。

　
ま
ず
、
「
又
太
郎
」
「
次
郎
」
の
い
ず
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ

う
か
考
証
し
て
み
た
い
。

　
そ
こ
で
、
大
分
県
史
料
・
増
補
訂
正
編
年
大
友
史
料
よ
り
弘
安
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以
降
一
三
〇
〇
年
代
の
竃
門
氏
の
姓
名
を
列
記
す
る
と
、

正
和
二
年
（
二
三
三
）
　
「
竃
門
孫
次
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
弘
文
書
　
杵
原
ハ
幡
宮
文
書

貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
　
「
竃
門
孫
太
郎
左
衛
門
尉
貞
郷
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
弘
文
書
　
益
永
文
書

正
和
十
二
年
｛
｝
三
五
六
）
　
「
竃
門
権
次
郎
」

弘
永
文
書

悳
安
七
年
（
一
三
七
四
）
　
「
竃
門
彦
次
郎
」
　
「
同
彦
三
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
文
書

　
右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
竃
門
氏
は
「
竃
門
孫
次
郎
」
な
ど
の

よ
う
に
○
○
郎
と
命
名
す
る
の
が
恒
例
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
「
竃
門
次
郎
」
よ
り
も
「
竃
門
又
次
郎
」
の

ほ
う
が
よ
り
妥
当
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
「
次
郎
」
と
書
か
れ
て
い
る
写
本
の
原
本
は
、
平
林
本
の
よ
う

に
「
又
太
郎
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
原
本
が
な

い
の
で
断
定
は
出
来
な
い
が
、
「
又
」
と
「
太
」
の
宇
が
あ
る
い

は
あ
ま
り
に
も
接
近
し
て
い
た
た
め
、
「
次
」
と
読
み
あ
や
ま
っ

た
か
、
写
本
の
過
程
で
誤
写
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
先
に
あ
げ
た
「
豊
後
図
田
帳
考
証
」
は
、
大
分
乙
津
村
の
後
藤

碩
田
が
、
弘
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
豊
後
国
図
田
帳
の
写
本
数

冊
を
校
合
し
て
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
豊
後
図
田
帳
考

証
」
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
史
編
纂
室
長
の
橋
本
操
六
氏
が
、
大

分
県
史
料
（
三
十
六
）
豊
後
国
図
田
帳
・
豊
後
国
代
注
進
状
案
の

解
題
で
、
「
今
ま
で
一
部
の
研
究
者
を
の
ぞ
く
大
半
の
人
々
は
、

公
刊
さ
れ
て
い
る
後
藤
碩
田
の
「
豊
後
国
図
田
帳
考
証
」
を
利
用

し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
と
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
多
く
の
出
版
物
に
は
こ
の
「
考
証
」
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
「
豊
後
国
図
田
帳
考
証
」
の
再
検
討
し
た
海
老

渾
衷
氏
は
、
「
平
林
本
が
原
書
的
形
態
を
よ
く
伝
え
て
い
る
」
と

し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
平
林
本
の
「
豊
後
国
大
田
文
案
」

に
み
ら
れ
る
「
竃
門
又
太
郎
貞
継
」
が
正
し
い
と
し
て
差
支
え
な

か
ろ
う
。
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つ
い
で
法
名
の
「
道
善
」
と
「
道
喜
」
は
い
ず
れ
が
正
し
い
で

あ
ろ
う
か
。
図
田
帳
写
し
の
諸
本
よ
り
「
道
善
」
い
う
法
名
の
人

物
を
探
す
と
、
「
竃
門
又
太
郎
貞
継
」
と
「
大
炊
三
郎
蔵
人
能

楽
」
の
二
人
が
い
る
。
能
楽
の
ほ
う
は
、
大
友
三
代
順
奉
の
弟
で

野
津
原
氏
を
名
乗
る
者
で
、
竃
門
氏
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
残
る

　
「
道
善
」
は
「
竃
門
又
次
郎
貞
継
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
「
道
喜
」
は
誤
り
で
「
道
善
」
が
正
し
い
こ
と
は
、

御
霊
社
に
あ
る
竃
門
氏
墓
地
の
「
沙
弥
道
善
」
と
刻
ま
れ
た
五
輪

塔
の
台
座
銘
が
決
定
的
な
証
明
と
な
る
の
で
あ
る
。

一

一

鎌
倉
遺
文

　
「
豊
後
国
大
田
文
の
伝
写
過
程
と
現
存
写
本
」
渡
辺
澄
夫
先

生
古
希
記
念
事
業
会
編
「
九
州
中
世
社
会
の
研
究
」

別
府
温
泉
の
守
り
神

　
火
男
火
売
神
社
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
部
　
作
　
男

　
火
売
神
社
の
位
置
は
別
府
市
大
字
鶴
見
九
四
八
番
地

　
　
一
、
境
内
地
　
二
九
一
五
坪
○
六

　
　
二
、
建
　
物
　
本
殿
以
下
六
棟

　
　
三
、
祭
儀
及
び
行
事
、
例
祭
十
月
十
七
日
そ
の
他
年
中
祭
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
十
二
回
。

　
○
氏
子
は
氏
神
と
歴
史
的
関
連
を
も
つ
地
区
（
氏
子
区
域
と
云

い
、
当
神
社
の
区
域
は
別
府
市
大
字
鶴
見
全
域
で
あ
る
）
に
住
み

そ
の
神
社
を
信
仰
崇
敬
し
、
そ
の
維
持
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
者

と
成
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
氏
子
の
集
落
が
、

十
ケ
村
あ
っ
て
、
明
器
組
、
小
倉
組
、
竹
の
内
組
、
大
畑
組
、
原

組
（
現
鶴
見
町
）
　
馬
場
組
、
森
山
組
（
現
新
別
府
町
）
実
相
寺

組
、
中
組
（
現
火
売
町
）
北
中
組
、
以
上
で
あ
る
。

○
火
男
火
売
神
社
由
来
記
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